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水温処理水温処理水温処理水温処理によるによるによるによるニジマスニジマスニジマスニジマス性転換雄魚性転換雄魚性転換雄魚性転換雄魚のののの作出作出作出作出についてについてについてについて－－－－ⅡⅡⅡⅡ    

高橋一孝

 前報 に引き続きニジマスの性転換雄魚の作出のため，メチルテストステロン（以下という）に頼らない，よ

り安全・安心な性転換技術として水温処理方法について，特に処理期間を延長して検討したので報告する。

    

材料及材料及材料及材料及びびびび方法方法方法方法    

予備試験として表に示す試験区を区設定し月日から昇温したところ，℃ではふ化仔魚は日以内に

大量斃死したため，設定水温は℃以下とした。

雌魚は当所産ニジマス年魚尾，雄魚はの投与により作出した性転換雄魚（偽雄）年魚尾との受精によ

り得られた全雌卵を実験に用いた。採卵日は（）年月日，検卵（発眼）日は月日（発眼率），

ふ化開始日は月日（ふ化率），餌付け開始日は月日，浮上開始日は月日であった。試験区は

表 のとおり処理開始日，処理日数，水温を変えて 区設定し，さらに無処理（℃）の対照区を設定した（合計

区）。

 水温処理は，保温性の高い発泡スチロール製の箱に地下水を入れ，サーモ付きヒーターで行った。飼育は止水方式

とし，酸素欠乏を防ぐためエアスト－ンで通気を行い，蒸発や水の汚れが顕著な場合には適宜注水・換水を行った。

但し浮上後は餌付けを開始したため，毎日換水した。給餌は市販の配合飼料を自動給餌器（フードタイマ－）で日

回適量行った。水温処理終了後は℃の地下水を掛け流す流水式とした。

 処理後の飼育水槽は××有効水深（）と××同（）のプラスチック水槽を用い，成

長に応じて適宜使い分けた。年月日，月日，月日，月日に取り上げし，魚体測定を行っ

た。最終取り上げ時には，各区とも任意に原則として  尾ずつ（少ない場合は全数）選び，生殖腺を摘出後実態顕

微鏡下で雌雄判別を行った。生殖腺に卵母細胞が見える個体を雌，見えない糸状の個体を雄，両方が混じった個体を

間性と判定した。
表　予備試験

試験区
供試尾数
（尾）

生残尾数
（尾）

生残率
（）

ふ化後℃に収容    月日終了

ふ化後℃に収容    月日終了
ふ化後℃に収容    月日取上
ふ化後℃に収容    月日取上

備考


表2　試験区の設定

試験区 ステージ 処理月日
処理日数
（日間）


（℃）

供試尾数
（尾）

 ～  → 
 ふ化直後 ～  → 
 ～１  → 
 ～  → 
 ～  → 
 ～  → 
 ～  → 
 ～  → 
 浮上後 ～  → 
 ～  → 
 ～  → 
 無処理 → 

ふ化後
１週間

    

                                                                               

 

結果及結果及結果及結果及びびびび考察考察考察考察

各区の飼育成績を表 に示す。月 日における生残率は，対照区（区）が であったのに対し，試験区

は～と，バラツキが見られた。特に区では管理上の不手際による大量斃死（酸欠死）であった。

最終時の取り上げ成績を表に示す。平均体重はバラツキが多く，処理開始日，処理日数，水温との間には一定の

傾向は見られなかった。しかし，生残尾数が少ない区ほど平均体重が大きい傾向にあった。 

 次に雄化率をみると，対照区の 区では の雄魚が出現し，期待した全雌化は見られなかったことから，使用

した性転換雄魚は通常の雄魚であったことが示唆された。このため，業務群で生産された全雌群についても確認した

ところ同様な結果であった。飼育の途中で性転換雄魚に通常魚が紛れ込んだ可能性が高いものと判断された。

ふ化直後及び浮上後の処理では処理期間が長い区ほど雄化率が高い傾向が見られたが，χ２検定を実施したところ，

いずれも対照区と有意差はなかった（）。前報 では，ふ化直後では ℃日間の処理で ，浮上開始後で

は ℃日間の処理で と低率ながらも雄化率が得られている。今回は結果的に性転換雄魚を使用していないた

め厳密な比較は難しいが，対照区と雄化率に有意差がなかったことから，水温処理による性転換手法はヒメマスと異

なり ，ニジマスでは難しいことが判明した。このことは，榊 ，小原 ，北海道立孵化場 の試験結果と一致した

ものであった。

表　月日までの飼育成績

試験区
収容尾数
（尾）

取上尾数
（尾）

生残率


   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
    

表　取上成績

試験区 調査日
測定尾数
（尾）

平均体重
(g)


（）

雄尾数
（尾）

雌尾数
（尾）

雄化率
（）

χ検定

（値）
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       
 月日       

    

要要要要    約約約約    

 前報に引き続きメチルテストステロン（以下という）に頼らない，より安全・安心な性転換技術を開発する

ため，ニジマスで実験を行った。
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 性転換のための水温処理方法について，処理開始日，処理日数，水温を変えて区設定し検討した。

 対照区の雄化率はと高く，使用した性転換雄魚は通常の雄魚であることが判明した。

 試験区の雄化率は ～とバラツキが見られ，ふ化直後及び浮上後の処理では処理日数が長い区ほど高い

傾向にあったが，対照区と有意差はなかった。

 水温処理による性転換は，ヒメマスと異なりニジマスでは難しいものと判断された。
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